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研究開発の概要 

  

本研究開発では，ヘルシー・カンパニーの概念に基づいた企業のより積極

的な健康増進と生産性の向上を達成する次世代のヒューマン・リソース・

マネジメント（HRM: Human Resource Management）システムとして高次

HRMシステムの開発と実用化を目指す．高次 HRMシステムは，個人の業

績に健康がどのように影響するかを高次 HRM システムによって調査分析

し，業績向上と健康増進を両立する HRM を実現する．高次 HRM システ

ムは個人の業績向上と健康増進の相乗効果を生みだし，生産性の２，３割

の増加が見込める． 
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高次HRMシステム

心身の健康を維持しながらキャリア開発をできる人材の育成心身の健康を維持しながらキャリア開発をできる人材の育成

研究開発対象

従業員
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研究開発課題概要 


